
第 36 回（令和７年度第２回）子ども・子育て会議次第 

　 

日時：令和８年１月 27 日（火）  

午後１時 30 分～午後３時 

場所：多可町健康福祉センター 

アスパル　研修室 

１．開　　会 

　　　 

２．あいさつ  

 

３．委嘱状交付 

 

４．協議事項 

 

５．その他 

（１）次回の会議開催予定　第 37 回（令和７年度第３回）子ども・子育て会議 

　　　　　　　　日　時　令和８年３月 1３日（金）午後１時 30 分～午後３時　　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　場　所　多可町健康福祉センター　アスパル　研修室 

 

６．閉　会

 １） 令和７年度認定こども園の利用定員について ･･･ 資料１

 

 ２） 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について ･･･ 資料２

 

 ３） 「第１期多可町こども計画」素案について ･･･ 資料３

 

 ４） 児童育成支援拠点事業について ･･･ 資料４

 



１．確認制度と利用定員について

２．利用定員の変更施設について

人 人 人

6 人 12 人 12 人 12 人 27 人 21 人 13 人 5 人 7 人 115 人

人 人 人

5 人 10 人 15 人 10 人 14 人 16 人 5 人 5 人 5 人 85 人

人 人 人

5 人 10 人 15 人 10 人 14 人 16 人 3 人 3 人 4 人 80 人

人 人 人

5 人 5 人 11 人 12 人 14 人 18 人 1 人 2 人 1 人 69 人

３．国の制度変更について

　 に対して、その申請に基づき、各施設・事業の種類に従い、支給認定区分（１号認定、２号認定、３

　 号認定）ごとの利用定員を定めた上で、給付の対象となることを確認し、給付費（委託費）を支払う

資料１-１

資料１-２

○ 子ども・子育て支援新制度では、学校教育法、児童福祉法等に基づく「認可」を受けていることを前

   提に、施設・事業者からの申請に基づき、市町村が対象施設・事業として「確認」することにより、

　 給付による財政支援の対象となります。 

○ 具体的には、給付の実施主体である市町村が、認可を受けた特定教育・保育施設（認定こども園、幼

　 稚園、保育所）、特定地域型保育事業所（家庭的保育、小規模保育、居宅訪問型保育、事業所内保育）

１号認定

３歳児 ４歳児

３歳児 ４歳児

２号認定 １号認定

５歳児０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

３歳児 ４歳児

特定教育・保育施設の利用定員の変更について

　 ことになります。 

３号認定 ２号認定 １号認定

認定こども園

名　称

所在地

キッズランドやちよ

多可町八千代区仕出原353番地

０歳児 １歳児 ２歳児

３号認定

10
合計

30 60 25
合計

30 40 15
合計

３歳児 ４歳児 ５歳児５歳児

５歳児３歳児

認可定員

利用定員
（変更前）

利用定員
（変更後）

30 40

４歳児 ５歳児

３号認定 ２号認定

０歳児 １歳児 ２歳児

合計

変更予定期日 

変更の理由

令和7年5月1日

国の制度変更（定員区分の細分化）によるもの

５歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児令和7年度
申込み数

３号認定 21 ２号認定 44 １号認定 4

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児



 

令和７年度公定価格における定員区分の細分化について 

 

令和７年４月１１日付の国通知により、公定価格における定員区分の細分化や定員超過減算の要件見直し

について正式に制度改正が示されました。 今年度については正式な通知が遅かったため、検討の結果、令

和７年４月から令和８年３月までの間に利用定員が１０人を超えることがない施設については変更を受け

付けることとしました。 

  利用定員の変更については、地方版子ども・子育て会議の意見を聴くことは義務づけられていませんが、

総合的に判断していただくために審議をしていただいています。 

 

 

＜定員区分の細分化＞ 

 定員６０人以下の幼稚園・保育所・認定こども園の定員区分の細分化 

 

認定こども園（１号認定）  認定こども園（ ２ ・ ３号認定） 

区分 

（見直し前） 
分割 

区分 

（見直し後） 

 区分 

（見直し前） 
分割 

区分 

（見直し後） 

～15人  
～10人  ～10人  ～10人 

11人～15人  
11人～20人 

 11人～15人 

16人～25人 
 16人～20人  16人～20人 

21人～25人  
21人～30人 

 21人～25人 

26人～35人 
 26人～30人  26人～30人 

31人～35人  
31人～40人 

 31人～35人 

36人～45人 
 36人～40人  36人～40人 

41人～45人  
41人～50人 

 41人～45人 

46人～60人 

 
46人～50人  46人～50人 

51人～55人  
51人～60人 

 51人～55人 

56人～60人  56人～60人 

 

 

多可町の定員区分変更の適用は、国の通知が４月以降であり、既に統計や交付金等に人数報告していた

ため、令和７年５月１日とします。  

 

資料１－２ 



こども誰でも通園制度について 

  

「こども誰でも通園制度」とは、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備す

るとともに、全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支

援を強化するため、０歳６か月から３歳未満のこどもについて、現行の幼児教育・保育給付に加え、

月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる新たな通園

給付。令和７年度に子ども・子育て支援法に基づく地域子ども・子育て支援事業として制度化し、

令和８年度から同法に基づく新たな給付として全国の自治体において実施されます。 

 

１． 事業の意義 

○こどもが家庭とは異なる経験や、地域に初めて出て行って家族以外の人と関わる機会が得ら

れる。 

○孤立感や不安感を抱える保護者の負担感の軽減につながる。 

○保育者からこどもの良いところや成長等を伝えられることで、こどもと保護者の関係性にも

良い効果が見込まれる。 

○利用状況を自治体が把握でき、支援が必要な家庭の把握や関係の継続につながる。 

 

２． 対象乳幼児 

・０歳６か月～３歳未満 

・認定こども園、地域型保育事業所、企業主導型保育事業所等に通っていないこども 

※町内及び里帰り優先枠を設ける予定 

 

３． 利用可能時間 

・こども１人あたり月 10時間まで 

 

４． 実施予定場所 

・ココミル（子育てふれあいセンター） 

 

５． 利用者負担額 

・こども１人１時間あたり 300円  

 

６． 今度のスケージュール(予定) 

・令和８年３月 町広報やホームページ等で事業の周知 

・令和８年３月 利用認定に係る事務の受付開始 

・令和８年４月 事業開始 

 

資料２－１ 
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多可町こども計画（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月 

多 可 町 
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「こども」表記について 

本計画では、こども基本法の基本理念を踏まえ、法令に根拠がある語、固有名詞、そのほか

「こども」表記以外の語を用いる必要がある場合を除き、「こども」表記を使用しています。 

 

「こども計画」の読み方 

本計画は、こども・若者や子育て家庭を支える基本的な考え方と具体的な取組をあわせて示

した計画です。第３章で計画の柱となる考え方や重点目標を示し、第４章以降で具体的な取組

内容を掲載しています。 
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第１章 計画の策定にあたって 
 

第１節 計画策定の背景と趣旨 

 

１ 少子化の進行に伴う本格的な子育て支援のはじまり 

平成 15 年７月、家庭や地域の子育て力の低下に対応し、次世代を担うこども

を育成する家庭を社会全体で支援する観点から「少子化社会対策基本法」と「次

世代育成支援対策推進法」が制定され、こどもたちの育成を社会全体で支援す

る新たな取り組みが示されました。 

 

本町では、「多可町次世代育成支援対策推進行動計画」（前期計画：平成 17～

21 年度、後期計画：平成 22～26 年度）を策定し、次世代育成支援の総合的な

推進を図りました。 

 

 

２ 「子ども・子育て支援新制度」と「多可町子ども・子育て支援事業計画」 

平成24年８月、待機児童の解消や幼児教育・保育の充実を主な目的として、

就学前のこどもの教育・保育及び地域子育て支援に係る新たな制度を実施する

ため、「子ども・子育て支援法」を核とした「子ども・子育て関連３法」が制定され

ました。この関連３法に基づき、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て

支援を総合的に推進していく「子ども・子育て支援新制度」が平成27年度から

施行されました。一方、「次世代育成支援地域行動計画」は策定が任意化され、

新たな法定計画「市町村子ども・子育て支援事業計画」と一体のものとして策定

することが可能となりました。 

 

本町では、上記の流れを踏まえ、平成27年度からの５年間を計画期間とする

「多可町子ども・子育て支援事業計画」を平成27年３月に策定し、「多可町次世

代育成支援対策推進行動計画」を踏まえ、子どもたちにとってふさわしい幼児

期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的・一体的に推進するた

めの取り組みを進めました。 

 

 

 

  

平成 15年 

少子化社会対策

基本法、次世代

育成支援対策推

進法 

平成 17年度- 

多可町次世代育

成支援対策推進

行動計画 

平成 24年 

子ども・子育て

関連３法 

平成 27年度- 

多可町子ども・子

育て支援事業計

画 
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３ こどもや若者を取り巻く動向 

平成27年の「子ども・子育て支援新制度」施行後、我が国のこども・若者を取り巻く環境や、国・

社会の動向にも様々な変化が起こっています。 

 

平成22年４月、子ども・若者育成支援施策の総合的な推進等を目的とした

「子ども・若者育成支援推進法」が施行され、全てのこども・若者が自らの居場所

を得て成長・活躍できる社会の実現をめざす取り組みが進められることになり

ました。 

 

子どもの貧困対策については、平成26年１月に「子どもの貧困対策の推進に

関する法律」（「子どもの貧困対策法」）が施行され、同年８月に「子供の貧困対策

に関する大綱」が策定されました。子どもの貧困対策法は、令和元年９月の「子

どもの貧困対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」施行による、区市

町村計画策定の努力義務化を経て、令和６年６月に「こどもの貧困の解消に向

けた対策の推進に関する法律」と改められています。 

 

ひとり親家庭への支援については、「母子及び寡婦福祉法」が平成26年10月

に「母子及び父子並びに寡婦福祉法」と改められ、父子家庭への支援が拡大さ

れて、ひとり親世帯への就業・自立に向けた総合的な施策へと支援の充実が図

られています。 

 

障がいのある子どもへの対応については、平成28年６月に「障害者の日常生

活及び社会生活を総合的に支援するための法律（改正障害者支援法）」及び「児

童福祉法の一部を改正する法律（改正児童福祉法）」が公布され、医療的ケア児

支援や障害児福祉計画が法定化されました。障害児福祉計画の基本指針では、

障がい児の利用ニーズについての把握や提供体制の整備等の必要性があげら

れています。 

 

児童虐待については、平成12年、「児童虐待の防止等に関する法律」が制定

され、平成23年５月の民法・児童福祉法等の改正後、平成28年６月の児童福祉

法改正等で社会的養育・児童虐待防止対策に係る強化が図られました。 

 

待機児童対策では、平成29年成立の「子育て安心プラン」が令和２年12月に

は「新子育て安心プラン」となり、様々な待機児童解消への取り組み強化策が打

ち出されています。 

待機児童解消という「量の確保」から、一人ひとりの育ちを支える「質の向上」

へと重点が移っています。令和5年12月策定の「こども未来戦略（加速化プラ

ン）」に基づき、就労を問わず利用できる『こども誰でも通園制度』の試行など、

すべてのこどもが社会とつながり、育ちつづけられる支援へと歩みを進めてい

ます。  

平成 22年 

子ども・ 

若者育成支援 

推進法 

平成 26年 

子どもの貧困対

策の推進に関す

る法律 

平成 28年 

改正障害者総合

支援法・改正児

童福祉法 

平成 12年 

児童虐待の防止

等に関する法律 

令和２年 

新子育て安心プ

ラン 

平成 26年 

母子及び父子並

びに寡婦福祉法 
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４ 深刻な少子化の進行 

我が国では、少子化の進行に歯止めがかからない状態が続いています。少子化の進行は、経済

の成長力を低下させ、生活水準の改善を妨げたり、将来的な年金・医療など社会保障制度の安定

性・持続性も大きく揺るがしてしまう深刻な問題です。 

 

令和７年６月の厚生労働省の発表によると、令和６年の出生数は68.6万人と

前年より4.1万人減少し、過去最低水準を更新しました。また、合計特殊出生率

は、1.15と前年の1.20からさらに低下しました。昭和22（1947）年に統計を

取り始めて以降最低水準であり、前年を下回るのはこれで９年連続となります。 

 

令和６年６月５日、少子化対策関連法案が成立しています。同法では、児童手

当の支給対象を高校生年代まで延長、所得制限の撤廃、第３子以降の支給額の

倍増による拡大がされ、また、親の就労に関係なく子どもを預けられる「こども

誰でも通園制度」を令和８年４月から全国で開始することなどが定められてい

ます。 

 

５ こども施策の新たな推進 

国は令和５年４月にこども家庭庁を創設し、こども施策を社会全体で総合的

かつ強力に推進していくための包括的な基本法として「こども基本法」を施行し

ました。 

「こども基本法」は、日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神にのっと

り、全てのこどもが、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実

現を目指し、こども政策を総合的に推進することを目的としています。同法は、

こども施策の基本理念、こども大綱の策定やこども等の意見の反映などについ

て定めています。 
 

令和５年12月には「少子化社会対策基本法」、「子ども・若者育成支援推進法」、

「子どもの貧困対策の推進に関する法律」に基づく各“大綱”を一元化した「こど

も大綱」を閣議決定しました。 

 
 

令和6年4月には「改正児童福祉法」が施行され、全ての妊産婦、子育て世帯、

こどもへ一体的に相談支援を行う機能を有する機関（こども家庭センター）の設

置に努めることとされました。 

多可町では、令和７年度にこども家庭センターを健康福祉センター（アスパル）

内に設置しました。 

  

令和５年 

出生数が過去最

低に 

令和６年 

少子化対策関連

法案が成立 

令和５年４月 

こども家庭庁 

こども基本法 

令和５年 12 月 

こども大綱 

令和６年４月 

改正児童福祉法 
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令和６年５月には、こども家庭庁が各省庁と連携して進めるこども政策の全

体像及びアクションプランとなる「こどもまんなか実行計画2024」が決定しま

した。 

 

 

放課後児童対策では、全てのこどもが放課後を安全・安心に過ごし、多様な体

験・活動を行うことができる場所の拡充を目的に、「新・放課後子ども総合プラ

ン」（平成30年９月通知）による取り組みが進められてきましたが、「新・放課後

子ども総合プラン」が令和６年度末に終了することから、「令和６年度以降の放

課後児童対策について」（令和６年３月２９日通知）により、継続的な取り組み推

進をしていくとしています。 

 

６ こども基本法の概要 

「こども基本法」は令和５年４月１日に施行されました。その目的及び基本理念の概要は以下の

とおりです。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年５月 

こどもまんなか

実行計画 2024 

放課後児童対策 

日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神にのっとり、次代の社会を担う全てのこどもが、

生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、

こどもの心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その権利の擁護が図られ、将来にわたっ

て幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指して、こども施策を総合的に推進する。 

目 的 

①全てのこどもについて、個人として尊重されること・基本的人権が保障されること・差別的取扱

いを受けることがないようにすること 
 

②全てのこどもについて、適切に養育されること・生活を保障されること・愛され保護されること

等の福祉に係る権利が等しく保障されるとともに、教育基本法の精神にのっとり教育を受ける

機会が等しく与えられること 
 

③全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、自己に直接関係する全ての事項に関して

意見を表明する機会・多様な社会的活動に参画する機会が確保されること 
 

④全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、意見の尊重、最善の利益が優先して考慮

されること 
 

⑤こどもの養育は家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的責任を有するとの

認識の下、十分な養育の支援・家庭での養育が困難なこどもの養育環境の確保 
 

⑥家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境の整備 

基本理念 
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７ こども大綱における基本的な方針 

「こども大綱」では、日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、以下

の６本の柱を基本的な方針としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、こど

も・若者の今とこれからの最善の利益を図る 
 

②こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに進めていく 
 

③こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に支援する 
 

④良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状態で成長

できるようにする 
 

⑤若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として若い世代の

視点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路（あいろ）の打破に取り組む 
 

⑥施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携を重視する 

こども施策に関する基本的な方針 
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８ こども施策に関する重要事項 

「こども大綱」では、「こどもまんなか社会」を実現するための重要事項を以下のように示してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有等 

○多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

○こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

○こどもの貧困の解消に向けた対策 

○障害児支援・医療的ケア児等への支援 

○児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラーへの支援 

○こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る取組 

１ ライフステージを通した重要事項 

 

○こどもの誕生前から幼児期まで 

妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療の確保／こどもの誕生前から幼

児期までのこどもの成長の保障と遊びの充実 

○学童期・思春期 

こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の再生等／居場所づくり／小児医

療体制、心身の健康等についての情報提供やこころのケアの充実／成年年齢を迎える前に必

要となる知識に関する情報提供や教育／いじめ防止／不登校のこどもへの支援／校則の見直

し／体罰や不適切な指導の防止／高校中退の予防、高校中退後の支援 

○青年期 

高等教育の修学支援、高等教育の充実／就労支援、雇用と経済的基盤の安定／結婚を希望す

る方への支援、結婚に伴う新生活への支援／悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相

談体制の充実 

２ ライフステージ別の重要事項 

 

○子育てや教育に関する経済的負担の軽減 

○地域子育て支援、家庭教育支援 

○共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大 

○ひとり親家庭への支援 

３ 子育て当事者への支援に関する重要事項 
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第２節 計画の位置づけと期間 

 

１ 計画の位置づけ 

本計画は、「こども基本法」第10条第２項に基づく「市町村こども計画」としてこども大綱を勘案

するとともに、「子ども・若者育成支援推進法」第９条第２項に定める「市町村子ども・若者計画」と

して策定しています。 

昨年度策定の「第３期多可町子ども・子育て支援事業計画」は「子ども・子育て支援法」第61条

第１項の規定に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」と、「次世代育成支援対策推進法」第

８条第１項の規定に基づいて定める「市町村行動計画」の内容を一体的に策定した計画としての位

置づけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「子ども・子育て支援事業計画」との関係性 

本計画と「第３期多可町子ども・子育て支援事業計画」との関係性は次ページのとおりです。本

計画は「第３期子ども・子育て支援事業計画」の上位計画にあたり、「次世代育成支援行動計画」に

ついては、本計画においても共通するものも多いため、重ねて掲載をします。今後は、第４期子ど

も・子育て支援事業計画（令和 12 年度～５年間）のタイミングで上記計画を一体化して、「第２期

多可町こども計画」とする予定です。 

また、「第３期多可町子ども・子育て支援事業計画」に含まれなかった要素として、「こどもの貧

困の解消に向けた対策の推進に関する法律」第10条第２項において、市町村の努力義務として

定められている「市町村こどもの貧困の解消に向けた対策計画」を本計画において一体的なも

のとし、こども・若者の意見をより反映したものとして策定します。 

  

子ども・子育て支援法 

次世代育成支援対策推進法 

第３期多可町子ども・子育て支

援事業計画 

【根拠法】 【市町村計画】 

こども基本法 

子ども・若者育成支援推進法 

多可町こども計画 



 

第１章 計画の策定にあたって 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

本計画の期間は、令和８年度から令和11年度までの４年間とします。また、社会・経済

情勢の変化や、本市のこどもと家庭を取り巻く状況、保育ニーズの変化など、様々な状況

の変化に対応するため、必要に応じて適宜、計画の見直しを行うこととします。また、令

和12年度からは「第２期多可町こども計画」とし、「多可町子ども・子育て支援事業計画」

と「多可町こども計画」を一体的に策定することを予定しています。 
 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度 

令和 

７年度 

令和 

８年度 

令和 

９年度 

令和 

10年度 

令和 

11年度 

          

令和 

12年度 
令和 

13年度 
令和 

14年度 
令和 

15年度 
令和 

16年度 
     

          

 

第２期多可町 

子ども・子育て支援事業計画 

第３期多可町 

子ども・子育て支援事業計画 

多可町こども計画 

第３期多可町子ども・子育て支援事業計画 

子どもの貧困対策推進計画 

子ども・若者計画 

子ども・子育て支援事業計画 

包
含
・連
動 

多可町こども計画 

第２期多可町こども計画 

次世代育成支援行動計画 
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第２章 こどもと子育てを取り巻く現状 
 

第１節 多可町の概要 

 

（１）地勢と位置 

本町は、平成17年11月１日に旧中町、旧加

美町、旧八千代町の３町が合併して誕生した町

です。 

兵庫県の東播磨地域の内陸部に位置し、北

は丹波市と朝来市、東は丹波市、南は西脇市

と加西市、西は神崎郡神河町と市川町にそれ

ぞれ接しています。東西13㎞、南北27㎞、総

面積185.19㎢を有し、直線距離で神戸まで

約45㎞、大阪まで約70㎞の距離にあります。 

地勢的には、周囲を中国山地（三国岳、千ヶ

峰、笠形山、竜ヶ岳、篠ヶ峰など）の山々に囲ま

れ、三国岳を源とする杉原川が加美区、中区の

中央部を貫流し、笠形山を源とする野間川が

八千代区の中央部を南流し、西脇市において

県下最長の加古川と合流して瀬戸内海に流れ

ています。 

気候は、瀬戸内気候の影響を受けて穏やかですが、中国山地の背陵地帯として内陸性気候

の影響も受け、寒暖の差が比較的大きくなっています。 

交通条件は、西脇市で国道175号と分岐した国道427号が多可町中区、加美区を縦断し、

八千代区では県道西脇八千代市川線、多可北条線、加美八千代線が通り、中国自動車道滝野

社ＩＣや加西ＩＣと接続しています。 

公共交通は、神姫バスの定期路線が運行されており、隣接市へのアクセスが整備されてい

ます。 

 

 

（２）土地利用 

本町の総面積は185.19㎢で、山林面積が約149㎢で町全体の約８割を占め、宅地と田畑

の割合が約１割となっています。 

  

多可町 
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第２節 統計からみた現状 

 

（１）総人口と年少人口の推移 

本町の令和７年４月１日時点の人口ピラミッドは、年齢階層別では男女ともに「70～79歳」

の階層の人口が多く、「25～34歳」の子育て世代の若者や「０～４歳」のこどもの人口が少な

いことがわかります。 

また、年齢３区分別人口の推移をみると、「０～14歳」の年少人口は減少傾向で推移してい

ますが、「65歳以上」の高齢者人口は増加傾向で推移しており、少子高齢化の進行がうかが

えます。 

人口ピラミッド（令和７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（令和６年４月１日時点） 

年齢３区分別人口と年少人口率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年４月１日時点）  

169

278

361

393

498

369

340

409

445

538

692

631

666

669

739

773

512

319

231

02004006008001,000

0-4歳

5-9歳

10-14歳

15-19歳

20-24歳

25-29歳

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80-84歳

85-89歳

90歳以上

総人口：18，494人

男性

９,０３２人

男性

162

239

365

405

363

302

277

334

435

497

685

615

702

716

788

843

698

522

514

0 200 400 600 800 1,000
（人）

女性

9,４６２人

女性

2,559 2,441 2,308 2,184 2,061 1,948 1,881 1,784 1,674 1,574 

12,093 11,874 11,558 11,234 10,990 10,641 10,368 10,189 9,867 9,596 

7,230 7,262 7,303 7,334 7,394 7,395 7,388 7,319 7,350 7,324 

21,882 21,577 21,169 20,752 20,445 19,984 19,637 19,292 18,891 18,494 

11.7 11.3 10.9 10.5 10.1 9.7 9.6 9.2 8.9 8.5
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５年

令和
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0-14歳 15-64歳 65歳以上 年少人口率
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（２）こどもがいる世帯数の推移 

人口が減少する一方で、総世帯数は年々増加傾向で推移していましたが、平成22年をピ

ークに減少に転じており、令和２年には6,544世帯となっています。 

また、18歳未満のこどものいる世帯も平成22年をピークに減少が続いており、令和２年

には1,381世帯となっています。 

 

総世帯数、18歳未満のこどものいる世帯数と世帯割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

（３）核家族世帯数の推移 

核家族世帯数は増加傾向で推移しており、令和２年には3,626世帯と、総世帯の５割以上

が核家族世帯となっており、年々増加傾向にあります。 

また、核家族世帯割合については、兵庫県を下回る水準で推移しています。 

 

核家族世帯数と世帯割合の推移（県比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

  

6,604 6,646 6,686 6,642 6,544 

1,967 1,763 2,074 1,753 
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総世帯数 18歳未満のこどものいる世帯

18歳未満のこどものいる世帯割合
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3,260 

3,402 
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（４）出生の動向 

出生数は増減を繰り返しながら緩やかな減少傾向となっており、令和５年には37人（男：

20人、女：17人）と前年から大幅な減少となっています。 

また、合計特殊出生率については、平成17年まで全国及び兵庫県を上回る水準で推移し

ていましたが、以降は下回るようになり、令和２年には1.17となっています。 

 

出生数の推移（男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：兵庫県統計年報 

 

 

合計特殊出生率の推移（全国・県比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：兵庫県統計年報 

※合計特殊出生率とは、15歳から49歳までの女子の年齢別出生率を合計したものであり、一人の女性が

生涯に産むこどもの数の平均とされています。 
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（５）婚姻と離婚の動向 

婚姻件数は増減を繰り返していましたが、令和５年には34件と、前年と比べ８件の減少と

なっています。 

また、離婚件数は減少が続いていましたが、令和３年からは増加に転じ、令和５年には22

件と、前年と比べ４件の増加となっています。 

 

婚姻件数、離婚件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：兵庫県統計年報 

 

（６）女性の就業状況 

女性の労働力率について、ほとんどの年代で年々高くなっています。一般的には子育て期

にあたる20歳代後半から30歳代前半に低下し、その後40歳代後半まで上昇する、いわゆ

るＭ字カーブの傾向は令和２年にみられますが、25-29歳の労働力率の高まりからみられ

るものであり、30-34歳の労働力率は年々高くなっています。 

 

女性の労働力率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査  

15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳

令和２年 10.3 77.5 92.0 84.0 88.6 90.6 90.1 87.4 83.7 74.3

平成27年 11.2 77.0 81.9 78.3 84.2 84.6 86.9 87.3 80.5 63.9

平成22年 9.1 77.8 76.8 76.3 76.6 81.2 83.6 82.3 72.3 53.4

10.3

77.5

92.0
84.0

88.6 90.6 90.1 87.4 83.7
74.3

0.0
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40.0
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（７）就学前児童の保育等の状況の変化 

① 幼稚園・保育所・認定こども園の状況 

幼稚園・保育所・認定こども園を利用する児童数は令和２年以降減少傾向で推移してお

り、令和７年には341人（１号認定：38人、２・３号認定：303人）となっています。 

 

幼稚園・保育所・認定こども園を利用する児童数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：多可町こども未来課（各年５月１日現在） 

② 小学校の状況 

小学校における児童数は減少傾向で推移しており、令和７年には688人で、特に「２学年」

は前年と比べ45人の減少となっています。 

 

小学校における児童数の推移（学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：多可町学校教育課（各年５月１日現在） 

 

  

62 63 70 56 45 38

426 381 348
330 326 303

488
444

418
386 371

341

0

200

400

600

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

（人）

１号認定（幼稚園+認定こども園） ２・３号認定（保育所+認定こども園）

138 125 111 132 88 94

141 138 127 111 133 88

165 142 138 126 107 132

134 166 144 138
125 108

160 137 165 144
138 126

159 162 138 165
143

140

897 870
823 816

734
688

0

300

600

900

1,200

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

（人）

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年
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③ 放課後児童クラブ（学童保育）の状況 

放課後児童クラブ（学童保育）を利用する児童数は、令和２年以降、減少傾向で推移して

おり、令和７年には228人で、前年と比べ、「２学年」で14人の減少となっています。 

 

放課後児童クラブ（学童保育）を利用する児童数の推移（学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：多可町こども未来課 

 

④ 中学校の状況 

中学校における生徒数は減少傾向で推移しており、令和７年には435人で、特に「１学

年」、「３学年」は前年と比べ20人以上の減少となっています。 

 

中学校における生徒数の推移（学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：多可町学校教育課（各年５月１日現在） 

  

88 72 72 77 62 65
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⑤ 若者人口の状況 

39歳以下の若者の人口は減少傾向で推移しており、ほとんどの年代で減少傾向となっ

ています。「30～34歳」、「15～17歳（高校生年代）」、「６～11歳（小学生年代）」、「３～５

歳（１号認定）」では令和２年以降、減少が続いています。 

 

若者人口（39歳以下）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年４月１日時点） 

 

 

 

  

260
239 254 222 195 164

375 326 311 271 260 259

909 881 838 825 745 693

517 502 478 466 474 458

623 588 571 503 492 473

883 803 766 794 733 702

700
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第３節 こどもの生活アンケート調査からみた現状 

 

（１）ニーズ調査の実施概要 

① 調査の目的 

令和８年度をはじめとする「多可町こども計画」策定のための基礎資料とすること、こど

も・若者の生活環境、こども・子育て、若者支援に関するニーズやご意見などを把握するこ

とを目的に実施しました。 

 

② 調査対象 

①小学生調査：町内の学校に通う小学５年生 

②中学生調査：町内の学校に通う中学２年生 

③保護者調査：上記小学５年生と中学２年生の保護者 

④若者調査：町内の16～34歳の高校生、若者 

 

③ 調査期間 

①～③：令和７年７月16日～令和７年８月１日 

   ④：令和７年７月31日～令和７年８月15日 

 

④ 調査方法 

①～③：紙の調査票を学校経由で配布、回答は調査票と WEB の併用 

   ④：紙の調査票を郵送配布、回答は調査票と WEB の併用 

 

⑤ 配布・回収状況 

 配布数 
有効回答数 

有効回答率 
紙 WEB 合計 

①小学生調査 129票 18票 28票 46票 35.7％ 

②中学生調査 169票 16票 41票 57票 33.7％ 

③保護者調査 298票 35票 68票 103票 34.6％ 

④若者調査 1,000票 131票 146票 277票 27.7％ 

合計 1,596票 200票 283票 483票 30.3％ 

 

○百分率による集計では、回答者数（該当設問においては該当者数）を100％として算出し、小

数点以下第2位を四捨五入し、小数点以下第1位までを表記します。そのため、割合の合計が

100％にならない場合があります。 

○複数回答（２つ以上選ぶ問）の設問では、すべての割合の合計が 100％を超えることがあります。 

○図表の記載にあたり調査票の設問文、グラフ及び文章中の選択肢を一部簡略化している場

合があります。  
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（２）主な集計結果 

① 学校の授業の理解度 

小学生では「だいたいわかる」が高く、中学生では「教科によってはわからないことがあ

る」が高くなっており、学年とともに理解度は下がる傾向にあります。 

 

学校の授業の理解度（小中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学校の授業がわからない場合の相談相手 

小学生では「親や兄弟姉妹」、「担任の先生」が高く、中学生では「学校の友だち」、「学習塾

の先生」が高くなっています。 

 

学校の授業がわからない場合の相談相手（小中学生） 
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③ 希望する進学先、子どもの進学への考え 

小学生では「大学・大学院まで」、「まだわからない」が高く、中学生では「高校まで」が小

学生と比べ低く、「短期大学・専門学校まで」が高くなっています。 

保護者の子どもの進学への考えは、小学生の保護者では「大学まで」が高く、中学生の保

護者では「大学まで」、「短大・高専・専門学校まで」が小学生保護者と比べ低く、「まだわか

らない」が高くなっています。 

 

希望する進学先（小中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの進学への考え（保護者） 
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④ 希望する進学先の選択理由、子どもの進学への考えの理由 

小学生、中学生ともに「希望する学校や職業があるから」が高くなっています。小学生で

は「とくに理由はない」が中学生と比べ高くなっています。 

保護者の子どもの進学への考えの理由は、中学生の保護者では「こどもが希望している

から」、「こどもの学力から考えた結果」が小学生の保護者と比べ高くなっています。 

 

希望する進学先の選択理由（小中学生）      子どもの進学への考えの理由（保護者） 
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⑤ 地域のスポーツクラブ、学校の部活動への参加状況 

小学生の地域のスポーツクラブへの参加状況は、「参加している」が60.9％、中学生の

学校の部活動は「参加している」が93.0％となっています。、 

 

地域のスポーツクラブ、学校の部活動への参加状況（小中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「学校の部活動」は中学２年生対象の質問です。 

 

⑥ 子どもの習い事 

小学生の保護者は「スポーツ（テニス、サッカー、野球、柔道等）」が高く、中学生の保護者

は「学習塾・進学塾」が高くなっています。 

 

子どもの習い事（保護者） 
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⑦ 利用したいと思う居場所、子どもに利用させたい居場所 

小学生は「友だちや親しい人と一緒にいて、安心して過ごせる場所」が高く、中学生は「自

分の好きなことができる場所」が高くなっています。 

保護者の子どもに利用させたい居場所は、小学生、中学生ともに「お子さんが友だちや

親しい人と一緒にいて、安心して過ごせる場所」が高くなっています。 

 

利用したいと思う居場所（小中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもに利用させたい居場所（保護者） 
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⑧ 経済的な理由による経験の有無 

「何度かあった」、「頻繁にあった」を合わせると、小学生の保護者では「ａ）必要な食料が

買えなかった」が高く、中学生の保護者では「ｂ）必要な衣料が買えなかった」が高くなって

います。 

経済的な理由による経験の有無（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数値は「何度かあった」と「頻繁にあった」の合計値です。 

 

⑨ 家族の中で世話をしている人の有無 

小学生、中学生ともに「いる」は約１割となっています。 

 

家族の中で世話をしている人の有無（小中学生） 
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⑩ 困っていることやなやみごとの相談相手 

小学生、中学生ともに「親」、「学校の友だち」の順で高くなっています。 

若者は「家族（親、兄弟姉妹、親族など）」、「職場や学校内の友人」、「職場や学校以外の友

人」の順に高くなっています。 

 

困っていることやなやみごとの相談相手（小中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていることやなやみごとの相談相手（若者） 
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⑪ 婚姻状況 

「未婚」が83.1％、「配偶者あり」が12.6％となっています。 

年齢別にみると、「配偶者あり」は25歳～29歳で23.1％、30歳～34歳で40.0％とな

っています。 

 

婚姻状況（若者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別：婚姻状況 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別：婚姻状況 

 

 

 

 

  

単位：％ 合計（件） 未婚 配偶者あ
り

配偶者と
死別、離別
（離婚）

無回答

全体 277 83.1 12.6 0.7 3.6

16歳～19歳 104 97.1 0.0 0.0 2.9

20歳～24歳 61 95.1 1.6 0.0 3.3

25歳～29歳 65 72.3 23.1 1.5 3.1

30歳～34歳 45 53.4 40.0 2.2 4.4

単位：％ 合計（件） 未婚 配偶者あ
り

配偶者と
死別、離別
（離婚）

無回答

全体 277 83.1 12.6 0.7 3.6

男性 116 90.5 4.3 0.9 4.3

女性 153 77.7 19.6 0.7 2.0
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⑫ 交際している人の有無（「未婚」または「配偶者と死別、離別（離婚）」と答えた方） 

「いる」が19.8％、「いない」が71.2％となっています。 

男女別にみると、「いる」は男性の方が高くなっています。 

 

交際している人の有無（若者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別：交際している人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別：交際している人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 合計（件） いる いない 答えたく
ない・答え
ない

無回答

全体 232 19.8 71.2 7.3 1.7

男性 106 23.6 67.0 6.6 2.8

女性 120 17.5 75.0 6.7 0.8

単位：％ 合計（件） いる いない 答えたく
ない・答え
ない

無回答

全体 232 19.8 71.2 7.3 1.7

16歳～19歳 101 11.9 77.2 8.9 2.0

20歳～24歳 58 31.0 60.4 8.6 0.0

25歳～29歳 48 18.8 72.8 4.2 4.2

30歳～34歳 25 28.0 68.0 4.0 0.0
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⑬ 結婚願望の有無 

「できるだけ早く結婚したい」、「いずれは結婚したい」、「将来的にいい人がいれば結婚し

たい」を合わせて、69.4％が『結婚したい』と回答しています。 

男女別にみると、「できるだけ早く結婚したい」、「将来的にいい人がいれば結婚したい」

は女性の方が高く、「いずれは結婚したい」は男性の方が高くなっています。 

 

結婚願望の有無（若者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別：結婚願望の有無 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別：結婚願望の有無 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 合計（件） できるだ
け早く結
婚したい

いずれは
結婚した
い

将来的に
いい人が
いれば結
婚したい

結婚しな
くてもか
まわない

一生結婚
するつも
りはない

まだ考え
ていない

答えたく
ない・答え
ない

無回答

全体 232 10.8 28.9 29.7 6.9 4.3 16.4 1.7 1.3

男性 106 5.7 33.1 22.6 7.5 6.6 19.8 3.8 0.9

女性 120 15.8 26.7 34.1 6.7 1.7 13.3 0.0 1.7

単位：％ 合計（件） できるだ
け早く結
婚したい

いずれは
結婚した
い

将来的に
いい人が
いれば結
婚したい

結婚しな
くてもか
まわない

一生結婚
するつも
りはない

まだ考え
ていない

答えたく
ない・答え
ない

無回答

全体 232 10.8 28.9 29.7 6.9 4.3 16.4 1.7 1.3

16歳～19歳 101 10.9 29.7 32.6 3.0 0.0 20.8 2.0 1.0

20歳～24歳 58 10.3 38.0 25.9 0.0 5.2 17.2 1.7 1.7

25歳～29歳 48 10.4 22.9 25.0 14.6 10.4 12.5 2.1 2.1

30歳～34歳 25 12.0 16.0 36.0 24.0 8.0 4.0 0.0 0.0
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⑭ 希望する子どもの数 

「２人」が34.8％、「３人」が14.1％、「０人（子どもはもたなくてよい・もてない）」が

9.7％となっています。また、「わからない」が28.9％となっています。 

男女別にみると、「２人」、「３人」は女性の方が高く、「わからない」は男性の方が高くなっ

ています。 

 

希望する子どもの数（若者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別：希望する子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別：希望する子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 合計（件） １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 ０人（子ども
はもたなく
てよい・も
てない）

わからな
い

無回答

全体 277 5.4 34.8 14.1 3.2 0.7 9.7 28.9 3.2

男性 116 6.0 32.8 8.6 2.6 0.0 9.5 37.1 3.4

女性 153 4.6 35.9 19.0 3.9 1.3 9.8 23.5 2.0

単位：％ 合計（件） １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 ０人（子ども
はもたなく
てよい・も
てない）

わからな
い

無回答

全体 277 5.4 34.8 14.1 3.2 0.7 9.7 28.9 3.2

16歳～19歳 104 5.8 32.7 12.5 3.8 0.0 6.7 36.6 1.9

20歳～24歳 61 8.2 44.3 13.1 1.6 0.0 6.6 24.6 1.6

25歳～29歳 65 4.6 30.8 18.5 3.1 1.5 15.4 21.5 4.6

30歳～34歳 45 2.2 33.5 11.1 4.4 2.2 13.3 28.9 4.4
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⑮ 希望する子どもの数をもてるようになるため、あればよいと思うこと 

「出産後も継続して就業できる環境がある」が71.4％、「子育てに関する経済的支援施

策がある」が70.2％となっています。 

男女別にみると、「出産後も継続して就業できる環境がある」、「子育てに関する経済的支

援施策がある」ともに女性の方が高くなっています。 

 

希望する子どもの数をもてるようになるため、あればよいと思うこと（若者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別：希望する子どもの数をもてるようになるため、あればよいと思うこと 

 

 

 

 

 

 

年齢別：希望する子どもの数をもてるようになるため、あればよいと思うこと 

 

 

 

  

単位：％ 合計（件） 出産後も継
続して就業
できる環境
がある

勤務先に育
児短時間勤
務制度があ
る

自分や配偶
者の働き方
が見直され
る

子育てに関
する経済的
支援施策が
ある

配偶者・
パートナー
の協力・理
解が得られ
る

住居費用の
補助など住
環境への支
援がある

認定こども
園などへの
入園の見通
しが立って
いる

三世代同居や
近居等により
親族等（自分
の親など）か
らの支援が得
られる

その他 わからな
い・特にな
い

全体 161 71.4 61.5 39.8 70.2 55.9 39.1 43.5 21.1 1.2 1.9

男性 58 60.3 43.1 29.3 63.8 43.1 44.8 24.1 20.7 1.7 5.2

女性 99 77.8 71.7 44.4 72.7 62.6 34.3 53.5 22.2 1.0 0.0

単位：％ 合計（件） 出産後も継
続して就業
できる環境
がある

勤務先に育
児短時間勤
務制度があ
る

自分や配偶
者の働き方
が見直され
る

子育てに関
する経済的
支援施策が
ある

配偶者・
パートナー
の協力・理
解が得られ
る

住居費用の
補助など住
環境への支
援がある

認定こども
園などへの
入園の見通
しが立って
いる

三世代同居や
近居等により
親族等（自分
の親など）か
らの支援が得
られる

その他 わからな
い・特にな
い

全体 161 71.4 61.5 39.8 70.2 55.9 39.1 43.5 21.1 1.2 1.9

16歳～19歳 57 80.7 71.9 43.9 70.2 64.9 40.4 50.9 21.1 0.0 3.5

20歳～24歳 41 73.2 56.1 31.7 73.2 48.8 48.8 39.0 24.4 2.4 0.0

25歳～29歳 38 65.8 63.2 47.4 65.8 50.0 36.8 36.8 15.8 2.6 2.6

30歳～34歳 24 58.3 45.8 33.3 75.0 58.3 25.0 45.8 20.8 0.0 0.0
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第４節 こども・若者の意見聴取の結果概要 

 

（１）こども・若者の意見聴取の実施概要 

① 意見聴取の目的 

令和５年12月に閣議決定された「こども大綱」のこども施策に関する基本的な方針の中

の「②こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに

進めていく」に基づき、本計画のこども・若者施策に反映すべく、町内のこどもや若者の意

見を広く聴取しました。 

 

② 意見聴取対象 

町内の施設に来場していた小学生、中学生、高校生 

 

③ 意見聴取時期 

令和７（2025）年８月 

 

④ 意見聴取方法 

アンケートに記入、調査員の聞き取り調査、ウェブ調査 

 

⑤ 回答数 

138 件（小学生：54 件、中学生 63 件、高校生：18 件、それ以外：３件） 
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（２）とりまとめ結果 

① 学校が終わった後や、お休みの日にいられる地域の場所に望むこと 

小学生、中学生では「好きなことができる場所がある」が高く、高校生では「勉強できる

場所がある」が高くなっています。 

 

学校が終わった後や、お休みの日にいられる地域の場所に望むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他地域の場所に望むこと（自由意見） 

 

小学生 中学生 高校生 

安全で冷たい水がのめる場所 家から近い さわげる場所 

小学生だけでもトランポリンや図書

室を遊びたい！ 

アクセスがしやすくなる交通手段 夜もう少し遅くまで開いていてほし

い 

朝から開いているところ 映画館 バスの時間を増やしてほしい 

お金がかからない、小学生でもココ

ミルで遊びたい 

いつでも涼める場所（アイスやジュース

があったり） 

8：30くらいから開いてたらいいな

と思う、近くにスーパーとかあれば

便利 

楽しくみんなですごせる場所がいい 勉強できる個室がほしい あすみるの給水スポットの水をもう

少し冷たくしてほしい 

食べ物をもらえる場所 遊園地やウォータスライダー  
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② 多可町の住みやすさ 

「とても住みやすい」は小学生で高く、中学生でやや低くなっています。 

 

多可町の住みやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 多可町での居住意向 

「住み続けたい」は小学生で高く、学年が上がるほど低くなっています。 

 

多可町での居住意向 
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多可町がこれからどんな町になると良いと思うか（自由意見） 

 

小学生 中学生 高校生 

自然豊かな町になり子育てのしや

すい町になっていくと思う。１人１人

が人を思いやれるあたたかい町に

なっていけばもっといいと思った 

困っている人がいたらだれでも助け合

いや協力ができる町になってほしい 

自然を残しつつ色々なものが発展し

ていて子育てがしやすい町！ 

地域で交流がある 子どもがたくさんいること あたたかい町 

思ったことを自由に言う 若い人も住みやすい、アクセスのしや

すい町 

活気あふれるいい町になったらい

い 

子育ての支援などはしっかりしてい

ると思うけど、バスが少なかったり

するところは改善するとうれしいで

す 

人口減少すると思う。たくさんの人を

呼びこめるなにかがあるといいと思う 

もっと交通の便が良くなるといいな

と思う 

このまま いじめのない町、自然がある町 子育てしやすい町 

もう少しスーパーなどが増える 自然と都市の両立できる町があれば

いいと思う 

自然豊かな町 

 

 

ココミル利用者（保護者）の意見（自由意見） 

 

町民プールをきれいにしてほしい（屋根があればいい） 

八千代区、加美区にスーパーがほしい 

あすみるの駐車場が狭いので、もっと増やしてほしい 

ココミルにも、飲み物の自動販売機がほしい、自動販売機の設置が難しいようなら、ウォーターサーバーの設置を 

子ども連れでいける飲食店がほしい 

家の近くに砂場とかがある公園がほしい。日陰がなかったり、ハチがいたりして、子どもを連れて遊びに行きづらい。 

あすみるの図書館には、貸し出し用のベビーカーが置いてある。他の公共機関にもベビーカーを置いて、SNS等で発

信し周知をしてほしい 

小学校も１校にしてもらってもよい。ココミルで知り合ったママと中学校まで会えない。一度つくった人間関係が途切

れてしまう 

小学生の遊び場がほしい。外遊びは、ココミルのうんどうひろばや余暇村公園を利用しているが、夏は暑すぎて、遊

びに行けない。児童館は、ものつくりはできるが、遊ぶものが少ない。あすみるのキッズスペースは狭いし、誰かが利

用しているときは、入りづらい。外遊びができないときに、室内で体を動かして、発散できる遊び場がほしい 

保育料免除を低年齢化してほしい 

ベビサポについて、日程調整等のやりとりを健康課のようなＬＩＮＥでできればいい。 

すくすくたかっこ応援給付金は、対象が２歳までとなっているが、オムツが必要な期間（３歳）まで引き延ばしてほしい 

一時保育をココミルでしてほしい 

学童の夏休みの昼食提供に関する活動をしておられるが、様々な活動をしておられる人たちが、つながりあえたらい

いのにと思う 

定期健診において、１歳６か月児健診から始めてほしい。小さい子の方が、待ち時間が長くなっているので 
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第３章 計画の基本的な考え方 
 

第１節 基本理念 

 

「第３次多可町教育ビジョン（多可町教育振興基本計画）」では、基本理念を「明日の多可町を担

うこころ豊かな人づくり」、重点目標を「ふるさと多可町を愛し、自らの夢や目標に向かってたくま

しく生きる、こころ豊かな子どもの育成」と「いつでも、どこでも、だれでもいきいき学べる、生涯

学習のまちづくり」として、本町の教育を推進しています。 

「第３期多可町子ども・子育て支援事業計画」では、「多可町教育ビジョン」の目指すべき姿をも

とに「明日の多可町を担うこころ豊かな人づくり」を基本理念に掲げ、子ども・子育て支援を総合

的かつ計画的に進めていくこととしています。 

本計画においても、この基本理念を踏襲し、こども・若者施策の推進していくこととします。 

 

 

 

 

 

サブタイトルについては、「こどもの生活アンケート調査」の結果、「こども・若者の意見聴取」の

結果のとりまとめを公表したうえで、「多可町でちからを入れてほしいこと」として５つのテーマに

ついて町内の小中学生、16 歳～34 歳の若者にウェブサイトにて選んでもらいました。 

特に「つづく」には二つの決意を込めています。一つは、若者が多可町での生活を将来の選択肢

として思い描き、住み続けたい、また戻ってきたいと感じられる環境を整える「暮らしの継続」です。

もう一つは、妊娠・出産から若者期まで、成長段階に応じた支援が切れ目なく提供される体制を

整える「支援の継続」です。 

この「つづく」安心を土台に、地域との多様な「つながり」を育み、次世代へ希望を「つないで」い

くことで、多可町の未来を創る「こころ豊かな人」を育みます。 

 

多可町でちからを入れてほしいことのアンケート結果 

 

 

 

  

明日の多可町を担うこころ豊かな人づくり 

～つなぐ、つながる、つづく～ 

34

160

38

58

70

0 50 100 150 200

①いえる、かわる、かえってくる(みんなの声がとどくまち)

②つなぐ、つながる、つづく(ずっと安心してくらせるまち)

③まもる、そだてる、えらべる(やってみたいを支えるまち)

④ちかい、あつまる、ひろがる(みんなが集まれる場所があるまち)

⑤ふみだす、あそぶ、かがやく(やりたいことに挑戦できるまち)

（件）

U000093
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